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どうして15番だけがこのように小さいのか分からないが，これを発見したのは,｢林の

林床」の林縁だった．日光のさしているススキの葉裏で，ウスイロコノマチョウの卵や幼
虫がいないか捜している時に見つけた．見つけた時は1齢だったので，小さいのには気に
とめなかった（ススキで育った幼虫は3齢までは小さかったから）．発見後は他の幼虫と
共に林床内のススキで袋がけ飼育をした．

★蝿は羽化一日前に飼育箱に取り入れ

て羽化を観察できるようにした．幸

運にも数頭の羽化シーンを観察でき

た．全ては標本にしていないので，

翅裏の色しか比較できないが，同じ

旱でも個体差が見られた．
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昼一一型

爵号』爵.RﾉjZ!)II():Zua.1'1羽化
gl羽化1点後搬影

(たにがわだいかい）

コムラサキの飼育

谷川大海2

筆者は前号（39号）でコムラサキの採集について報告したが，観察の結果食樹を特定で
き（同定はできていない)，卵も得て，第二化と第三化，合わせて4頭を羽化させることが
できた．ここに産卵行動,飼育経過について報告する（4頭をそれぞれA,B,C,Dとする).

コムラサキ飼育経過表（1993年）
－

羽化
一_A第2化｜卵期 |幼虫期’齢-5齢l富I蝿｜蝿期
9/3
早
6;50

a・nl‘

8/27

9/2

7/14

7/20

月日

一

8/267/21-8/25

11日数
『
Ｊ
Ｏ7 36

終齢幼虫の啄夏r381nrn

蝿の体長:281nm

備考
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B第j化｜卵期｜幼虫期’齢-5齢｜前蝿｜蝿期｜羽化
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「『薇
F砺考

l196123
終齢幼虫の体長:41mm

一緒に飼育したC3(3化）も同じ経過だった．

前蝿｜蝿期｜羽化ID第)化｜卵期幼虫期1齢-5齢

|"F!|､/γ 呉／1ユーq/10
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9/18

9/19
0
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9/11月日 8/13-9/10

1176129
終齢幼虫の体長:43mm
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A.8月26日16:20p､m．撮影
体長:35mm(角の先まで)葉裏に
頭を下にして中脈に沿って垂下
している．

A.8月25日（前蝿になる
1日前)．角の先までの体長
:43mm{角状突起を含めない場
合38nm').

C.8月26日撮影
体長25nun.3齢．

座
C.9月15日7:15a.In．羽化
研羽化直後に撮影．

A蝿.9月2日撮影．（羽化1日前）
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【第一化の産卵行動について】

★7月14日，くもり，午後雨,室温27度．第一化の成虫はほとんど姿が見えない

時期になっていた．この日まで観察を続けていたが，旱か樹i夜を吸っている姿は目

撃したが，産卵行動は見ることが出来なかった．時期が通れているので諦めかけて

いた．午後一時．強風と言っていいほどの風が吹いており,I判もバラバラしはじめ

た．母蝶がヤナギの木に向かって飛んでいるのだが，なかなか到連出来ないでいた。
ちょうどその時に出くわした．やっとヤナギの木にとりついた．まさか産卵をして

いるとは思わなかった．腹部を曲げているのが分かった．しかしその後も母蝶は動
こうともしない．雨も降ってきている．写真を撮るためにフラ､ソンユをたいてもび
くともしない．ネットインして，ヤナギの葉表を調べてみると緑色の卵が葉表に産
付してあった．感動の一瞬だった．この母蝶を別の枝に袋がけ･こしてさらに卵を得
ようとしたが，次の日にネットの中で死んでいた．最後の産卵だったようである。

【第二化の産卵行動について】

★8月7日，雨，室温26度．2日前に採集した少し傷んだ旱を産卵させようとして
庭の鉢植えのヤナギに袋がけにしてあった．この2日間は空しく過ぎていたのだが，
朝袋の位置を変えてブドウの腐果を吸わせてあった．この日はうまく口吻を伸ばし
て吸っていた．午後3時頃，葉表を調べてみたが卵はなかった．だめかと思ってい
たところ，ネット上に何か黒い点が見えた．なんと卵だった．産むのは食樹に直接
と思いこんでいたので以外だった．2卵，：}卵と合計乃卵産んであった．嬉しくなっ
てさらに産ませようと次の日まで袋がけを続けた．つぎの朝見ると支柱の竹に2卵
産んであった．昨日あれから産んだものと思われる．風が吹いて雨が降っていた。
★8月8日，午後，時．早を採集に行く．幸運と言おうか母蝶がヤナギの木の中で
産卵している．今産付した場所に登って見ると，細い枝の分岐部に緑の卵が’個産
み付けてあった．やっとこのシーンに巡り会えた．袋がけをしていると，先ほどの
母蝶が目の前の葉表に産卵した．この日もしぐれたりしてあまり天気はよくなかっ
た．風が少しあった．室温27度．

【第三化の産卵行動について】

★9月19日，くもり，室温26度・午後1時すぎ「沼の林床」のヤナギの木で産卵
している旱を目撃する．木の中を飛び回りながら,6In以上もある梢から下のほう
までの葉表や枝に産卵している．第二化の産卵行動とよく似ていた．小雨がばらつ
いていた．しかし風は吹いていなかった．

【飼育について】

★初めは飼育箱の中で行っていた．しかしこの”幅の狭い葉のヤナギ，’は極端に水
あげが悪く，毎日新鮮な葉と取り替えねばならなかった．池の周囲には小さい株も
かなり生えていたのでこれを鉢に植えて利用することにした（この近くの人に，こ
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のヤナギは折れ易いが挿し木も簡単であると教えてもらった）．2週間ほどで新し

い芽が出てきて利用できるようになった．しかし自然状態では（観察を続けたのだ

が）卵も幼虫も発見することが出来なかった．枝が折れ易く，脚立を使って捜して

みたのだが,lilllを越す木もあり，卵を得てからは諦めてしまった．

☆第二化の産卵でネヅト上に産んだ卵3個と竹の上に産んだ卵2個の合計7卵から

はr)匹の幼虫を得ることが出来た．自然状態の卵も2個得ていたのだが1匹袋をか

けたまま台風で飛ばされてしまった．結局6匹の幼虫を飼育し始めた．半分の3匹

は自然状態で飼育しようと池のヤナギで袋がけにしていたのだが，台風のためか，

子供のいたずらのためか，袋がはずれていて駄目になってしまった．

(たにがわだいかい）

ウスイロコノマチョウ飛び来る

谷川大海2

9/lに「沼の林床」で旱一頭（ず'は目撃のみ),9/2に「林の林床」で印一頭，それぞれ

を共に早朝まだ露の残る林縁で採集した（どちらも夏型)．9/3に「沼の林床」で再び3を

目撃する(!'/lに見たのと同じかどうかは分からず）．これらの林床はクロコノマチョウ

の飼育で観察を続けていたので，これらは他から飛来したものと思われる．この後も観察

を続けていたが,9/l!)になって「林の林床」の林縁で，午後1時頃，団一頭を採集した．

この印が!)/;}に再度目撃したものかどうかは分からないが，新鮮な個体でないし,｢林の林
床」は「沼の林床」の北約:)()()lllにあることを考えると，同じ夕が飛んで来た可能性はあ

る．なお9/lに採集した旱から卵を得ている．結果を次号で報告できればと思っている。

（たにがわだいかい）

１
１
１
１

淡路島未記録の蜂類

大草伸治3

筆者はここ数年淡路島で昆虫を採集してきました．今回は蜂類の中でいくつかの島内未

記録と思われる種をここに報告します．なお標本は自然環境研究所(NSI)"に保管してい

ます．

DiI)1．ionidaeマツハバチ科

ネズハバチ.1/c"or/f""s〃l"〃⑪〃I(､MsTAKEUCHI

津名郡東浦町白山331991.4.20/331992.4.18

津名郡北淡町舟木23l992.4.2J

’
3：〒4側.l愛知県尾西市明地字丸川41－10

‘’兵坤ﾘ,（津名郡津名町人町畑233
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